
収入 支出

一般会計　歳入・歳出予算　総額935億9,508万円

民生費
315億2,116万円
33.7%

歳出

市税
184億8,190万円
19.8%

繰入金
117億7,969万円
12.6%

寄附金
74億8,811万円
8.0%

地方交付税
184億1,198万円
19.7%

国庫支出金
127億7,132万円
13.6%

市債
66億2,479万円
7.1%

県支出金
64億8,915万円
6.9%

地方消費税交付金ほか
45億8,778万円
4.9%

使用料および手数料ほか
69億6,036万円
7.4%

総務費
239億7,959万円
25.6%

公債費
89億3,627万円
9.5%

土木費
80億282万円
8.6%

商工費
53億2,971万円
5.7%

教育費
48億280万円
5.1%

衛生費
42億5,326万円
4.5%

農林水産業費
36億2,949万円
3.9%

その他
31億3,998万円
3.4%

歳入
自主財源
47.8%

依存財源
52.2%

都城市の家計簿
市の財政を月額20万円の家計に例えると…

項　　目 金額 割合
食費（人件費） 23,730円 11.9%
医療費、保育料（扶助費） 45,822円 22.9%
光熱水費、日用雑貨など（物件費） 31,735円 15.9%
家の修理、車の購入など（投資
的経費、維持補修費） 25,458円 12.7%

子どもへの仕送りなど（繰出金、
貸付金、補助費など） 31,033円 15.5%

ローン返済（公債費） 19,095円 9.5%
預貯金（積立金） 23,127円 11.6%

用
語
解
説

【地方交付税】　国税の一部を、一定の基準により国が交付する税
【国県支出金】　特定目的事業の財源となる国と県の補助金など
【市 債】　建設事業や災害復旧事業などの財源となる借入金
【繰 入 金】　一般会計や特別会計、基金などの会計間でやりとりする資金

【民 生 費】　高齢者や障がい者の福祉、子育て支援の経費など
【総 務 費】　市役所の全般的な経費や庁舎管理費
【公 債 費】　市の借金を返済するための経費
【土 木 費】　道路や公園整備、住宅管理などに要する経費
【衛 生 費】　健康増進や環境美化推進などに要する経費

歳 入

歳 出

項　　目 金額 割合

給

　与

うち基本給
（市税など） 77,353円 38.7%

うち諸手当（国県支出金、
地方交付税など） 80,501円 40.2%

前月給与の残り（繰越金） 2,818円 1.4%

預貯金の取り崩し（繰入金） 25,172円 12.6%

ローン借り入れ（市債） 14,156円 7.1%
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市
の
財
政
の
３
つ
の
柱

　市
の
会
計
は
、一
般
会
計
、特
別
会
計
、

企
業
会
計
の
３
つ
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
一
般
会
計
】

　市
が
行
う
仕
事
の
中
心
と
な
る
部
分
の

会
計
で
す
。
ご
み
の
収
集
や
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
、
学
校
の
校
舎
改
修
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
目
的
に
使
わ
れ
て
い
て
、
市
税
な

ど
が
主
な
財
源
で
す
。

【
特
別
会
計
】

　特
定
の
収
入（
保
険
税
や
使
用
料
な
ど
）

で
、そ
の
仕
事
の
支
出
を
賄
う
会
計
で
す
。

介
護
保
険
事
業
や
国
民
健
康
保
険
事
業
な

ど
が
該
当
し
ま
す
。

【
企
業
会
計
】

　そ
の
仕
事
自
体
に
収
益
（
使
用
料
）
が

あ
り
、
そ
の
収
益

で
支
出
を
賄
う
独

立
採
算
制
の
会
計

で
、
水
道
事
業
な

ど
が
該
当
し
ま

す
。

■企業会計の状況

市
の
財
政
状
況

　
市
で
は
、
年
２
回
、
財
政
状
況
を
公
表
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
平
成
30
年
３
月
31
日
時
点
の
平
成

29
年
度
予
算
額
や
市
債
残
高
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
　【
一
般
会
計
・
特
別
会
計
】　
財
政
課
　
☎
23-

２
１
１
３

【
企
業
会
計
】　
上
下
水
道
局
総
務
課
　
☎
23-

４
８
１
０

※収益的収支とは、経営活動に伴い発生した、当年度の事業収支。資本的収支とは、将来の経営活動に備えて行う建設改良事業などの収支

平成
29年度

■一般会計および特別会計の状況
会 計 名 予 算 額 市債残高
一般会計 935億9,508万円 742億9,237万円

特別会計

食肉センター 1億  117万円 3億2,472万円
国民健康保険 231億8,298万円 −
後期高齢者医療 20億8,872万円 −
公設地方卸売市場事業 8,036万円 4,763万円
整備墓地 3,122万円 1億3,898万円
工業用地造成事業 7,348万円 1億1,066万円
介護保険 184億7,840万円 −
御池簡易水道事業 9,132万円 3億7,080万円
簡易水道事業 5億6,138万円 15億1,585万円
電気事業 2億1,644万円 4億6,732万円
総 合 計 1,385億    55万円 772億6,833万円

水
道
事
業

収益的収支
収　入 22億9,242万円 給水戸数  72,744戸

給水人口  152,776人
普 及 率  92.11%
配 水 量  1,838万㎥
※ 資本的収支の不足額（7億5,082万円）は、
内部留保資金などで補てん

支　出 20億4,576万円
純利益 2億4,666万円

資本的収支
収　入 5億  215万円
支　出 12億5,297万円

企業債残高 91億4,834万円

公
共
下
水
道
事
業

収益的収支
収　入 31億3,447万円 処理区域内人口  72,010人

水洗化人口  58,561人
水洗化率  81.32%
年間総処理水量  1,087万㎥
※ 資本的収支の不足額（8億5,533万円）は、
内部留保資金などで補てん

支　出 30億7,643万円
純利益 5,804万円

資本的収支
収　入 6億4,241万円
支　出 14億9,774万円

企業債残高 187億6,474万円

農
業
集
落
排
水
事
業

収益的収支
収　入 6億9,024万円 処理区域内人口  11,901人

水洗化人口  8,682人
水洗化率  72.95%
年間総処理水量  80万㎥
※ 資本的収支の不足額（1億8,300万円）は、
内部留保資金などで補てん

支　出 6億8,061万円
純利益 963万円

資本的収支
収　入 1億  453万円
支　出 2億8,753万円

企業債残高 31億5,933万円
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肝
臓
が
ん
か
ら
命
を
守
る
！

　
７
月
28
日
は
、
世
界
肝
炎
デ
ー
で
す
。

肝
炎
は
、
肝
臓
に
炎
症
が
起
こ
る
こ
と
で

肝
細
胞
が
破
壊
さ
れ
る
病
気
で
、
そ
の
ほ

と
ん
ど
が
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
も
の
で

す
。
重
症
化
し
て
肝
臓
が
ん
に
な
る
と
、

５
年
生
存
率
は
５
割
以
下
に
な
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
肝
臓
の
病
気
の
専
門
家
で
あ

る
都
城
医
療
セ
ン
タ
ー
駒
田
直
人
医
師

に
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
の
意
義
に
つ
い

て
聞
き
ま
し
た
。

◎
問
い
合
わ
せ　

健
康
課
　
☎
23-

２
７
６
５

　
Ｂ
型
・
Ｃ
型
肝
炎
は
、
重
症
化
す
る
と

肝
硬
変
や
肝
臓
が
ん
に
つ
な
が
り
ま
す
。

特
に
肝
臓
が
ん
は
治
療
が
難
し
く
、
再
発

を
繰
り
返
す
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

　
Ｃ
型
肝
炎
の
治
療
は
、
入
院
の
必
要
が

な
く
、
薬
を
２
〜
３
カ
月
服
用
す
る
こ
と

で
98
㌫
以
上
ウ
イ
ル
ス
が
消
滅
し
ま
す
。

ま
た
以
前
の
治
療
と
比
べ
、
ほ
と
ん
ど
副

作
用
が
あ
り
ま
せ
ん
。
過
去
に
副
作
用
な

ど
で
治
療
を
中
止
し
た
人
は
、
ぜ
ひ
、
専

門
医
に
相
談
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
Ｂ
型
肝
炎
も
入
院
せ
ず
に
薬
の

服
用
で
発
症
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
し
か
し
、
ウ
イ
ル
ス
は
消
滅
し
な
い

の
で
、
服
用
の
継
続
が
必
要
で
す
。

独立行政法人 国立病院機構
都城医療センター

駒田　直人 消化器病センター長

肝炎ウィルス検診は
病気の重症化を防ぎます！

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診

　
40
歳
以
上
の
人
は
、
感
染
し
て
い
る
可

能
性
が
特
に
高
い
の
で
、
受
診
し
て
早
期

発
見
し
ま
し
ょ
う
。

◉
対
象

こ
れ
ま
で
に
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
検
診
を
受
け

て
い
な
い
40
歳
以
上
の
市
民

◉
実
施
期
限

平
成
31
年
２
月
28
日
㈭
ま
で

◉
実
施
場
所

市
内
お
よ
び
三
股
町
内
の
指
定
医
療
機
関

◉
検
診
料

Ｂ
型
と
Ｃ
型
の
両
方

９
０
０
円

Ｂ
型
の
み

５
０
０
円

Ｃ
型
の
み

８
０
０
円

◉
検
診
料
の
免
除

◦�

節
目
検
診
の
対
象
者
（
今
年
度
中
に

40
・
45
・
50
・
55
・
60
・
65
・
70
歳
に

な
る
人
）

◦�

75
歳
以
上
の
人（
健
康
保
険
証
を
提
示
）

◦�

生
活
保
護
世
帯
に
属
す
る
人
（
生
活
保

護
証
明
書
を
提
出
）

◦�

市
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
人
（
市

が
発
行
す
る
各
種
検
診
自
己
負
担
金
免

除
決
定
通
知
書
を
提
示
）

◉
検
診
方
法

検
診
に
は
受
診
券
が
必
要
な
た
め
、
健
康

課
へ
連
絡
く
だ
さ
い
。
節
目
検
診
対
象
者

に
は
、
受
診
券
を
郵
送
し
て
い
ま
す

　
さ
ら
に
、
肝
炎
や
肝
臓
が
ん
は
、
自
覚

症
状
が
あ
り
ま
せ
ん
。
私
が
担
当
し
た
患

者
さ
ん
で
、
Ｂ
型
肝
炎
の
母
親
を
病
院
に

送
迎
し
て
い
た
息
子
さ
ん
が
、
就
職
が
決

ま
っ
た
後
、
腹
痛
で
受
診
し
た
と
こ
ろ
、

末
期
の
肝
臓
が
ん
に
な
っ
て
い
た
と
い
う

症
例
が
あ
り
ま
し
た
。重
症
化
す
る
前
に
、

肝
炎
を
見
つ
け
て
治
療
す
る
こ
と
が
重
要

で
す
。

　
検
診
を
一
度
も
受
け
て
い
な
い
人
や
、

肝
臓
の
病
気
の
人
が
家
族
に
い
る
人
は
、

特
に
検
診
を
受
け
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

ま
た
、
治
療
し
て
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
が
無
く

な
っ
た
人
に
も
、
年
１
回
の
検
診
を
勧
め

て
い
ま
す
。

　
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
が
あ
る
場
合
と
な
い
場

合
で
は
、
が
ん
の
発
症
率
は
明
ら
か
に
違

い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
を

受
け
て
、
重
症
化
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

早
期
発
見
・

早
期
治
療
で

「肝臓」なんでも相談
県の電話相談窓口です。気
軽に相談ください。

宮崎大学医学部附属病院
肝疾患センター
☎0985-85-9763
受付時間　毎週月～金曜日
　　　　　9：00～17：00

注目！
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　市では、地域高規格道路「都城志布志道路」の早期全線
開通に向けて国や宮崎・鹿児島両県への要望活動を積極的
に行うなど、沿線の曽於市や志布志市など関係機関と連携
しながら取り組みを強化しています。
　今回は、５月19日に開催した「都城志布志道路整備・活用
促進大会」の様子と都城志布志道路の役割を紹介します。

◎問い合わせ　都市計画課　☎23–2762

●
整
備
活
用
促
進
大
会
の
目
的

　「
都
城
志
布
志
道
路
」
は
、
都
城
Ｉ
Ｃ

か
ら
志
布
志
港
ま
で
の
約
44
㌔
を
40
分
で

つ
な
ぐ
地
域
高
規
格
道
路
で
す
。
現
在
約

４
割
の
区
間
が
開
通
し
て
い
ま
す
。

　
整
備
の
進
展
に
よ
り
、
市
内
の
企
業
立

地
や
志
布
志
港
か
ら
の
丸
太
輸
出
が
急
増

す
る
な
ど
、
効
果
が
着
実
に
現
れ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
今
後
、
全
区
間
無
料
で
通
行

で
き
る
こ
と
か
ら
、
観
光
や
レ
ジ
ャ
ー
な

ど
幅
広
い
活
用
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
大
会
の
実
施
に
よ
り
、
沿
線
自
治
体

が
よ
り
一
層
、
団
結
を
強
め
、
早
期
全
線

開
通
に
向
け
た
圏
域
の「
熱
い
思
い
と
声
」

を
、
国
や
宮
崎
・
鹿
児
島
両
県
に
発
信
し

ま
し
た
。

●
都
城
志
布
志
道
路
の
役
割

【
防
災
の
道
】

　
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
な
ど
が
発
生
し

た
場
合
、
県
沿
岸
部
で
は
甚
大
な
被
害
が

想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
市
と
志
布
志
港

が
都
城
志
布
志
道
路
で
結
ば
れ
る
こ
と

で
、
災
害
時
の
ス
ム
ー
ズ
な
人
的
・
物
的

支
援
体
制
が
実
現
し
ま
す
。

【
経
済
の
道
】

　
６
次
産
業
化
の
推
進
や
輸
送
コ
ス
ト
の

縮
減
、
飼
料
の
安
定
供
給
に
よ
る
畜
産
業

の
活
性
化
の
ほ
か
、
企
業
誘
致
や
新
た
な

雇
用
創
出
な
ど
が
実
現
し
ま
す
。

【
医
療
の
道
】

　
都
城
広
域
定
住
自
立
圏
域
（
都
城
市
、

三
股
町
、
曽
於
市
、
志
布
志
市
）
の
新
救

急
医
療
体
制
の
構
築
が
実
現
し
ま
す
。

●
今
後
の
供
用
開
始
予
定

��

◉�

平
成
30
年
度
　
南
横
市
Ｉ
Ｃ
（
仮
称
）

～
平
塚
Ｉ
Ｃ（
全
区
間
の
５
割
が
開
通
）

◉�

平
成
33
年
度
　
乙
房
Ｉ
Ｃ
（
仮
称
）
～

南
横
市
Ｉ
Ｃ（
仮
称
・
同
６
割
が
開
通
）

届け！　熱い思い
　　響け！　圏域の声
　５月19日、総合文化ホールで市内外か
ら約1,700人の参加のもと、「都城志布志
道路整備・活用促進大会」を開催。
　沿線住民らの都城志布志道路への期待
を込めたビデオメッセージの上映のほ
か、将来の圏域を担う若い世代を代表し
て、都城泉ヶ丘高校の生徒の意見発表な
どを企画。早期全線開通に向けた機運を
高めました。
　大会の最後は、早期全線開通に向けた
大会決議案を満場一致で決議。「ガンバ
ロー三唱」では、参加者全員でこぶしを
力強く突き上げました。

平塚IC

五十町IC
今町IC
梅北IC

金御岳IC

末吉IC

松山IC

有明北IC

有明東IC

志布志IC（仮称）

伊﨑田IC

都城IC
山之口スマートIC

H33年度供用開始予定

国土交通省H30年度供用開始予定

H30年3月4日供用開始

高木IC（仮称）
都北IC（仮称）

H30年2月3日供用開始

乙房IC（仮称）
南横市IC（仮称）

供用率＝14％
（1.9㎞/13.4㎞）

宮崎県
供用率＝66％
（5.6㎞/8.5㎞）

鹿児島県
供用率＝57％
（12.6㎞/22.3㎞）

新救急医療拠点施設

志布志湾

機運と一体感、高まる！
都城志布志道路整備・活用促進大会
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肝
臓
が
ん
か
ら
命
を
守
る
！

　
７
月
28
日
は
、
世
界
肝
炎
デ
ー
で
す
。

肝
炎
は
、
肝
臓
に
炎
症
が
起
こ
る
こ
と
で

肝
細
胞
が
破
壊
さ
れ
る
病
気
で
、
そ
の
ほ

と
ん
ど
が
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
も
の
で

す
。
重
症
化
し
て
肝
臓
が
ん
に
な
る
と
、

５
年
生
存
率
は
５
割
以
下
に
な
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
肝
臓
の
病
気
の
専
門
家
で
あ

る
都
城
医
療
セ
ン
タ
ー
駒
田
直
人
医
師

に
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
の
意
義
に
つ
い

て
聞
き
ま
し
た
。

◎
問
い
合
わ
せ　

健
康
課
　
☎
23-

２
７
６
５

　
Ｂ
型
・
Ｃ
型
肝
炎
は
、
重
症
化
す
る
と

肝
硬
変
や
肝
臓
が
ん
に
つ
な
が
り
ま
す
。

特
に
肝
臓
が
ん
は
治
療
が
難
し
く
、
再
発

を
繰
り
返
す
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

　
Ｃ
型
肝
炎
の
治
療
は
、
入
院
の
必
要
が

な
く
、
薬
を
２
〜
３
カ
月
服
用
す
る
こ
と

で
98
㌫
以
上
ウ
イ
ル
ス
が
消
滅
し
ま
す
。

ま
た
以
前
の
治
療
と
比
べ
、
ほ
と
ん
ど
副

作
用
が
あ
り
ま
せ
ん
。
過
去
に
副
作
用
な

ど
で
治
療
を
中
止
し
た
人
は
、
ぜ
ひ
、
専

門
医
に
相
談
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
Ｂ
型
肝
炎
も
入
院
せ
ず
に
薬
の

服
用
で
発
症
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
し
か
し
、
ウ
イ
ル
ス
は
消
滅
し
な
い

の
で
、
服
用
の
継
続
が
必
要
で
す
。

独立行政法人 国立病院機構
都城医療センター

駒田　直人 消化器病センター長

肝炎ウィルス検診は
病気の重症化を防ぎます！

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診

　
40
歳
以
上
の
人
は
、
感
染
し
て
い
る
可

能
性
が
特
に
高
い
の
で
、
受
診
し
て
早
期

発
見
し
ま
し
ょ
う
。

◉
対
象

こ
れ
ま
で
に
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
検
診
を
受
け

て
い
な
い
40
歳
以
上
の
市
民

◉
実
施
期
限

平
成
31
年
２
月
28
日
㈭
ま
で

◉
実
施
場
所

市
内
お
よ
び
三
股
町
内
の
指
定
医
療
機
関

◉
検
診
料

Ｂ
型
と
Ｃ
型
の
両
方

９
０
０
円

Ｂ
型
の
み

５
０
０
円

Ｃ
型
の
み

８
０
０
円

◉
検
診
料
の
免
除

◦�

節
目
検
診
の
対
象
者
（
今
年
度
中
に

40
・
45
・
50
・
55
・
60
・
65
・
70
歳
に

な
る
人
）

◦�

75
歳
以
上
の
人（
健
康
保
険
証
を
提
示
）

◦�

生
活
保
護
世
帯
に
属
す
る
人
（
生
活
保

護
証
明
書
を
提
出
）

◦�

市
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
人
（
市

が
発
行
す
る
各
種
検
診
自
己
負
担
金
免

除
決
定
通
知
書
を
提
示
）

◉
検
診
方
法

検
診
に
は
受
診
券
が
必
要
な
た
め
、
健
康

課
へ
連
絡
く
だ
さ
い
。
節
目
検
診
対
象
者

に
は
、
受
診
券
を
郵
送
し
て
い
ま
す

　
さ
ら
に
、
肝
炎
や
肝
臓
が
ん
は
、
自
覚

症
状
が
あ
り
ま
せ
ん
。
私
が
担
当
し
た
患

者
さ
ん
で
、
Ｂ
型
肝
炎
の
母
親
を
病
院
に

送
迎
し
て
い
た
息
子
さ
ん
が
、
就
職
が
決

ま
っ
た
後
、
腹
痛
で
受
診
し
た
と
こ
ろ
、

末
期
の
肝
臓
が
ん
に
な
っ
て
い
た
と
い
う

症
例
が
あ
り
ま
し
た
。重
症
化
す
る
前
に
、

肝
炎
を
見
つ
け
て
治
療
す
る
こ
と
が
重
要

で
す
。

　
検
診
を
一
度
も
受
け
て
い
な
い
人
や
、

肝
臓
の
病
気
の
人
が
家
族
に
い
る
人
は
、

特
に
検
診
を
受
け
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

ま
た
、
治
療
し
て
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
が
無
く

な
っ
た
人
に
も
、
年
１
回
の
検
診
を
勧
め

て
い
ま
す
。

　
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
が
あ
る
場
合
と
な
い
場

合
で
は
、
が
ん
の
発
症
率
は
明
ら
か
に
違

い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
を

受
け
て
、
重
症
化
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

早
期
発
見
・

早
期
治
療
で

「肝臓」なんでも相談
県の電話相談窓口です。気
軽に相談ください。

宮崎大学医学部附属病院
肝疾患センター
☎0985-85-9763
受付時間　毎週月～金曜日
　　　　　9：00～17：00

注目！
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市立図書館＆高城図書館
� ◎問い合わせ　☎22-0239

日　時 イベント名 対象・定員

7/28㈯
11時〜

高城図書館で「牛
乳パックでカラク
リ工作」

小学生20人
※要申し込み

8/4㈯
①9時30分〜
②13時〜

シルクスクリーン
で手ぬぐいをつく
ろう！

10〜19歳の人
各12人
※要申し込み

8/5㈰
9時30分〜

木でブックスタン
ドをつくろう！

小・中学生と
保護者

8/19㈰
①10時30分〜
②11時30分〜
③13時30分〜
④14時30分〜
⑤15時30分〜

シルクスクリーン
でハンカチをつく
ろう！

各4人
※大人も参加可

8/22㈬
10時〜

理科読「じっけん
はっけん空気の本」 小学生30人

※Mallmallホームページで確認ください

たちばな天文台�◎問い合わせ　☎62-4936
※入館料は、中学生以上310円、小学生100円、未就学児無料

日　時 イベント名 材料費
7/20㈮〜8/31㈮
①10時〜15時
②19時〜22時

夏の特別開館

7/22㈰
①10時〜
②13時30分〜

手作り望遠鏡工作
教室

1台
2,000円

7/25㈬、
8/1㈬・8㈬・21㈫
19時30分〜

夏の星空教室

8/4㈯
10時〜15時

タッチプール（海
の生き物がやって
くる）

8/12㈰
22時〜

ペルセウス座流星
群観望会

8/17㈮
19時30分〜

伝統的七夕の夕べ
「桂大輔寄席」

8/19㈰
①10時〜
②13時30分〜

アイスクリームを
作ろう（液体窒素
実験教室）

500円

8/26㈰
①10時〜
②13時30分〜

ジャンボシャボン
玉実験教室 500円

体験しよう
人気企画が目白押し！

日　時 イベント名 場所・定員 内　容 問い合わせ先

7/21㈯
13時30分〜16時

点字図書館わくわく
塾2018（無料）

総合社会福祉センター
25人　※申し込み順

盲導犬との体験や音
訳・点字体験

7/18㈬までに
都城市点字図書館
☎26-1948

7/24㈫〜26㈭
①10時〜
②13時30分〜

親子で
ものづくり体験教室

地場産業振興センター
小学生とその保護者
ⓐ10組、ⓑ100組、ⓒ30組
※参加料が必要

陶芸教室、お菓子作
り、みそ作り、ⓐ木
工教室、ⓑ鏡・土器
作り、ⓒ藍染め

7/18㈬までに
都城圏域地場産業振興セ
ンター　☎38-4561

7/31㈫〜8/4㈯
①9時30分〜
②11時〜
③13時30分〜
④15時〜

「むかしむかしのま
じないといのり」体
験学習（無料）

都城歴史資料館
市内の小学生以上各10人
※要申し込み

企画展見学、まが玉
づくり、墨書土器づ
くり

7/17㈫〜7/27㈮に
文化財課　☎23-9547

8/6㈪
9時〜16時

子ども記者クラブ
（無料）

都城市役所および市立図
書館　小学生12人

市役所の取材と冊子
作成 秘書広報課　☎23-3174

8/10㈮
①10時30分〜
　11時30分
②14時〜15時

昔のお金づくり
（無料）

市立図書館
小・中学生各15人
※当日受け付け順

昔のお金をつくる 文化財課　☎23-9547
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　楽しい夏休みにつきものの「宿題」。今から何をしようかと悩んでいませんか？
子どもだけでなく親も悩んでしまう「自由研究」など、役立つ情報を紹介します。

詳しくは、こちら➡

自由研究や作品作りに
役立つ夏休みイベント！

もうすぐ
夏休み！

まちなか広場（Mallmall内）� ◎問い合わせ　☎36-5720
日　時 イベント名 対　象

7/16㈪
10時～15時

キッズ体験フェスタ
ＰＲイベント（無料） 大人も参加可

7/21㈯
6時30分～7時 まちなかラジオ体操（無料） 大人も参加可

7/21㈯～29㈰
10時～15時

キッズ体験フェスタ
ヨガなどの運動系プログラムや工作、チンドン
体験、バルーン・アートなどのワークショップ

対象：小学生

※キッズ体験フェスタの内容や時間は、「まちたん」ホームページで確認ください

観音池公園
子ども村プール

7月14日㈯～8月26日㈰
※7月17日㈫～20日㈮は休み
問　観音池公園総合案内所　☎58-6139

関之尾緑の村
プール

7月20日㈮～9月2日㈰
問　関之尾緑の村　☎37-2929

かかしの里
流れるプール

7月21日㈯～8月26日㈰
問　都城ぼんち地域振興㈱ 山田事業所　☎64-3455

プール情報 ふれあい映画祭
　「鬼の子とゆきうさぎ」や「SING
／シング」を上映します。
●日時　８月９日㈭　13時30分〜
●場所　総合文化ホール
問　生涯学習課　☎23-9545

無料

制作しよう やってみる！できる！を楽しもう
日　時 イベント名 場所・定員 問い合わせ先

7/29㈰
9時30分～12時 子ども美術教室（無料） 中央公民館

小学1～6年生80人
コミュニティ文化課
☎23-2132

7/29㈰
9時30分～12時 子ども書道教室（無料） コミュニティセンター

小学3～6年生80人
コミュニティ文化課
☎23-2132

①7/29㈰　②8/12㈰
13時30分～15時30分

アルミ彫金を作ろう＆ペットボトル
ロケット飛ばし体験（無料）

リサイクルプラザ
小学生各20人

リサイクルプラザ
☎36-3900

8/5㈰
9時～ 親子木工教室（参加料：500円） 山之口勤労福祉センター

小学生と保護者50組
社会福祉協議会山之口支所
☎57-4577

8/7㈫
8時～12時 夏休みスケッチ大会（無料）

山之口運動公園周辺
中学生以下
※保護者も参加可

山之口地域振興課
☎57-3111

市立美術館� ◎問い合わせ　☎25-1447
日　時 イベント名 対　象

7/18㈬～8/19㈰
9時～17時

アートの疑問「きみの名は？」（無料）
よく見て考えよう！　ワークシート 未就学児以上

7/21㈯・28㈯、
8/4㈯・11㈯・18㈯
14時～

灯ろう絵を描こう！（無料） 大人も参加可
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市立図書館＆高城図書館
� ◎問い合わせ　☎22-0239

日　時 イベント名 対象・定員

7/28㈯
11時〜

高城図書館で「牛
乳パックでカラク
リ工作」

小学生20人
※要申し込み

8/4㈯
①9時30分〜
②13時〜

シルクスクリーン
で手ぬぐいをつく
ろう！

10〜19歳の人
各12人
※要申し込み

8/5㈰
9時30分〜

木でブックスタン
ドをつくろう！

小・中学生と
保護者

8/19㈰
①10時30分〜
②11時30分〜
③13時30分〜
④14時30分〜
⑤15時30分〜

シルクスクリーン
でハンカチをつく
ろう！

各4人
※大人も参加可

8/22㈬
10時〜

理科読「じっけん
はっけん空気の本」 小学生30人

※Mallmallホームページで確認ください

たちばな天文台�◎問い合わせ　☎62-4936
※入館料は、中学生以上310円、小学生100円、未就学児無料

日　時 イベント名 材料費
7/20㈮〜8/31㈮
①10時〜15時
②19時〜22時

夏の特別開館

7/22㈰
①10時〜
②13時30分〜

手作り望遠鏡工作
教室

1台
2,000円

7/25㈬、
8/1㈬・8㈬・21㈫
19時30分〜

夏の星空教室

8/4㈯
10時〜15時

タッチプール（海
の生き物がやって
くる）

8/12㈰
22時〜

ペルセウス座流星
群観望会

8/17㈮
19時30分〜

伝統的七夕の夕べ
「桂大輔寄席」

8/19㈰
①10時〜
②13時30分〜

アイスクリームを
作ろう（液体窒素
実験教室）

500円

8/26㈰
①10時〜
②13時30分〜

ジャンボシャボン
玉実験教室 500円

体験しよう
人気企画が目白押し！

日　時 イベント名 場所・定員 内　容 問い合わせ先

7/21㈯
13時30分〜16時

点字図書館わくわく
塾2018（無料）

総合社会福祉センター
25人　※申し込み順

盲導犬との体験や音
訳・点字体験

7/18㈬までに
都城市点字図書館
☎26-1948

7/24㈫〜26㈭
①10時〜
②13時30分〜

親子で
ものづくり体験教室

地場産業振興センター
小学生とその保護者
ⓐ10組、ⓑ100組、ⓒ30組
※参加料が必要

陶芸教室、お菓子作
り、みそ作り、ⓐ木
工教室、ⓑ鏡・土器
作り、ⓒ藍染め

7/18㈬までに
都城圏域地場産業振興セ
ンター　☎38-4561

7/31㈫〜8/4㈯
①9時30分〜
②11時〜
③13時30分〜
④15時〜

「むかしむかしのま
じないといのり」体
験学習（無料）

都城歴史資料館
市内の小学生以上各10人
※要申し込み

企画展見学、まが玉
づくり、墨書土器づ
くり

7/17㈫〜7/27㈮に
文化財課　☎23-9547

8/6㈪
9時〜16時

子ども記者クラブ
（無料）

都城市役所および市立図
書館　小学生12人

市役所の取材と冊子
作成 秘書広報課　☎23-3174

8/10㈮
①10時30分〜
　11時30分
②14時〜15時

昔のお金づくり
（無料）

市立図書館
小・中学生各15人
※当日受け付け順

昔のお金をつくる 文化財課　☎23-9547
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企
業
立
地
と
雇
用
の
状
況

　
過
去
５
年
間
の
企
業
立
地
件
数
は
65

件
。
雇
用
予
定
者
数
は
延
べ
２
、１
１
１

人
に
も
上
り
ま
す
。

都
城
広
域
定
住
自
立
圏
企
業

立
地
ガ
イ
ド

　
市
で
は
、
平
成
28
年
３
月
、
都
城
の
企

業
立
地
情
報
を
ま
と
め
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
開
設
。
企
業
立
地
の
優
遇
制
度
や
工
業

団
地
の
ほ
か
、
市
内
に
立
地
し
て
い
る
企

業
一
覧
な
ど
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
工
場
設
備
の
増
設
な
ど
を
検
討
し
て
い

る
事
業
者
の
皆
さ
ん
や
、
地
元
で
働
き
た

い
皆
さ
ん
、
子
ど
も
が
こ

れ
か
ら
就
職
す
る
保
護
者

の
皆
さ
ん
な
ど
、
ぜ
ひ
、

活
用
く
だ
さ
い
。

ト
ピ
ッ
ク

工
業
都
市「
都
城
」

　
本
市
の
産
業
イ
メ
ー
ジ
は「
農
林
畜
産

業
」
と
い
う
印
象
を
持
つ
人
が
、
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
実
は
数
字
で
見

る
と
、
本
市
の
工
業
製
造
品
出
荷
額
は
県

内
１
位
。
九
州
の
都
市
で
も
ト
ッ
プ
10
に

入
る
、
工
業
都
市
で
も
あ
り
ま
す
。

　
本
市
に
は
古
く
か
ら
、
農
畜
産
物
な
ど

を
生
か
し
た
食
品
加
工
業
や
、
製
材
、
木

材
加
工
業
な
ど
の
企
業
が
数
多
く
あ
り
ま

す
。
加
え
て
現
在
は
、
機
械
・
電
子
部
品

な
ど
の
製
造
業
や
、
情
報
サ
ー
ビ
ス
関
連

業
な
ど
の
多
種
多
様
な
企
業
が
進
出
し
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
企
業
の
中
に
は
、
海
外
展
開

し
、
世
界
の
企
業
と
取
り
引
き
し
た
り
、

特
殊
な
技
術
を
生
か
し
て
、
独
自
の
製
品

を
作
る
企
業
も
あ
り
ま
す
。

宮崎県内市町村別製造品等出荷額
出典：平成28年 工業統計調査

都
城
で
輝
く
成
長
企
業

　
今
後
、
大
き
な
成
長
が
見
込
ま
れ
る
立
地
企
業
う
ち
、
今
回
は
２
社
を

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
紹
介
し
ま
す
。

●
㈱
サ
ニ
ー・シ
ー
リ
ン
グ
（
志
比
田
町
）

　
創
業
以
来
、
粘
着
製
品
関
連
分
野
で
の

事
業
を
展
開
。
高
い
品
質
と
技
術
力
で
、

着
実
に
業
績
を
伸
ば
し
て
い
ま
す
。今
後
、

医
療
や
工
業
、
バ
イ
オ
、
食
品
分
野
な
ど

を
中
心
に
販
路
開
拓
を
行
い
、
さ
ら
な
る

売
上
の
拡
大
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
工
場
増
設
な
ど
に
よ
り
既
存
事
業
も
成

長
中
で
す
が
、
中
長
期
的
な
視
野
で
液
晶

タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
周
辺
部
材
な
ど
の
特
殊
シ

ー
ル
部
門
を
伸
ば
し
て
い
き
ま
す
。「
高

品
質
」「
先
進
性
」「
柔
軟
性
」
を
コ
ン
セ

プ
ト
に
掲
げ
、「
半
歩
先
の
」
未
来
創
造

を
目
指
し
ま
す
。

●
大
和
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
㈱
（
上
長
飯
町
）

　
管
理
で
き
な
い
竹
林
が
増
え
て
く
る
こ

と
で
起
こ
る「
竹
害
」を
解
決
す
る
た
め
、

竹
を
伐
採
・
加
工
し
て
家
畜
用
発
酵
粗
飼

料
の
「
笹さ
さ

サ
イ
レ
ー
ジ
」
を
量
産
・
出
荷

す
る
体
制
を
全
国
で
初
め
て
整
備
。
生
産

工
程
を
独
自
に
工
夫
し
、
２
０
１
７
年
２

月
、
高
崎
町
に
新
工
場
を
完
成
さ
せ
ま
し

た
。
材
料
と
な
る
竹
は
、
竹
林
所
有
者
と

契
約
し
、
無
償
で
伐
採
し
て
い
ま
す
。

　
牛
や
豚
な
ど
の
飼
料
や
、
野
菜
な
ど
の

肥
料
と
し
て
の
利
用
な
ど
、
今
後
、
笹
サ

イ
レ
ー
ジ
の
利
用
拡
大
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。

大和フロンティア㈱
2005年創業　社員数16人（2018年4月現在）

㈱サニー・シーリング
1982年創業　社員数105人（2018年4月現在）
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躍進！！都城の企業立地　進む！！雇用の場

15 MIYAKONOJO CITY PUBLIC RELATIONS 2018.7

躍
進
！！
都
城
の
企
業
立
地

拡
大
！！
雇
用
の
場

　
本
市
の
企
業
立
地
実
績
は
、
昭
和
37
年
の
第
1
号
の
立
地
指
定
か
ら
、
平
成
29
年
度
ま

で
1
9
2
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
企
業
立
地
の
状
況
と
成
長
著
し
い
企
業
で
働

く
、
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者
の
声
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

�
◎
問
い
合
わ
せ
　
企
業
立
地
推
進
室
　
☎
23-

2
7
5
3

�

総
合
政
策
課
　
　
　
☎
23-
7
1
6
1

②
地
元
で
働
く
機
会
を
創
出

　
地
元
就
職
の
機
会
が
増
え
る
こ
と
に
加

え
、
従
来
本
市
に
は
な
か
っ
た
業
種
の
進

出
も
期
待
で
き
、
職
業
選
択
の
幅
が
広
が

り
ま
す
。
ま
た
、
進
学
や
就
職
で
市
外
に

転
出
し
た
人
の
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
の
受
け
皿

と
な
る
こ
と
か
ら
、
人
口
増
加
も
期
待
で

き
ま
す
。

③
地
元
企
業
や
生
産
者
へ
の
波
及
効
果

　
立
地
企
業
の
需
要
に
対
し
、
原
材
料
業

者
や
各
種
加
工
業
者
、
運
送
業
者
、
デ
ザ

イ
ン
会
社
な
ど
に
仕
事
が
生
ま
れ
、
地
域

経
済
の
活
性
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

優
れ
た
交
通
ア
ク
セ
ス

れ
た
交
通
ア
ク
セ
ス
か
ら
、
南
九
州
の
物

流
拠
点
都
市
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
て

い
ま
す
。

　
本
市
の「
地
の
利
」の
向
上
と
と
も
に
、

進
出
を
検
討
す
る
企
業
か
ら
の
問
い
合
わ

せ
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

立
地
企
業
へ
の
支
援
策

　
市
で
は
、
立
地
す
る
企
業
に
対
し
て
、

九
州
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
優
遇
制
度
を
用
意

し
て
い
ま
す
。
雇
用
や
投
資
な
ど
の
要
件

を
満
た
し
た
場
合
、
用
地
取
得
費
補
助
や

雇
用
奨
励
金
な
ど
で
支
援
。
市
外
か
ら
進

出
し
た
企
業
に
加
え
て
、
地
場
企
業
の
増

設
な
ど
も
対
象
と
し
て
い
ま
す
。
初
期
投

資
を
軽
減
す
る
こ
と
で
、
企
業
の
積
極
的

な
投
資
を
促
し
て
い
ま
す
。

企
業
立
地
が
も
た
ら
す
効
果

①
工
場
建
設
の
た
め
の
設
備
投
資

　
建
設
業
者
や
機
械
装
置
製
造
業
者
な
ど

の
仕
事
が
増
え
、
業
績
が
向
上
し
ま
す
。

　
本
市
は
、
整
備

が
進
む
地
域
高
規

格
道
路
「
都
城
志

布
志
道
路
」
や
九

州
縦
貫
自
動
車
道

宮
崎
線
な
ど
の
優

都城インター工業団地

14広報 都城 平成30年7月号



企
業
立
地
と
雇
用
の
状
況

　
過
去
５
年
間
の
企
業
立
地
件
数
は
65

件
。
雇
用
予
定
者
数
は
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す
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立
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さ
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、
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が
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者

の
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ど
、
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、

活
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い
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工
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」

　
本
市
の
産
業
イ
メ
ー
ジ
は「
農
林
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産

業
」
と
い
う
印
象
を
持
つ
人
が
、
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
実
は
数
字
で
見

る
と
、
本
市
の
工
業
製
造
品
出
荷
額
は
県

内
１
位
。
九
州
の
都
市
で
も
ト
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プ
10
に

入
る
、
工
業
都
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で
も
あ
り
ま
す
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本
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に
は
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物
な
ど

を
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食
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加
工
業
や
、
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加
工
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ど
の
企
業
が
数
多
く
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す
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加
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現
在
は
、
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・
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部
品

な
ど
の
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や
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情
報
サ
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関
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業
な
ど
の
多
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な
企
業
が
進
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ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
企
業
の
中
に
は
、
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開

し
、
世
界
の
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と
取
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引
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し
た
り
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を
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都
城
で
輝
く
成
長
企
業

　
今
後
、
大
き
な
成
長
が
見
込
ま
れ
る
立
地
企
業
う
ち
、
今
回
は
２
社
を

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
紹
介
し
ま
す
。

●
㈱
サ
ニ
ー・シ
ー
リ
ン
グ
（
志
比
田
町
）

　
創
業
以
来
、
粘
着
製
品
関
連
分
野
で
の

事
業
を
展
開
。
高
い
品
質
と
技
術
力
で
、

着
実
に
業
績
を
伸
ば
し
て
い
ま
す
。今
後
、

医
療
や
工
業
、
バ
イ
オ
、
食
品
分
野
な
ど

を
中
心
に
販
路
開
拓
を
行
い
、
さ
ら
な
る

売
上
の
拡
大
を
目
指
し
て
い
ま
す
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工
場
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設
な
ど
に
よ
り
既
存
事
業
も
成
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中
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す
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的
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視
野
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に
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来
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造

を
目
指
し
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す
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上
長
飯
町
）

　
管
理
で
き
な
い
竹
林
が
増
え
て
く
る
こ

と
で
起
こ
る「
竹
害
」を
解
決
す
る
た
め
、

竹
を
伐
採
・
加
工
し
て
家
畜
用
発
酵
粗
飼

料
の
「
笹さ
さ

サ
イ
レ
ー
ジ
」
を
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を
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、
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に
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を
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せ
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は
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者
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や
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ど
の
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の
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ど
、
今
後
、
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の
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用
拡
大
を
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私
が
選
ん
だ
魅
力
あ
る
企
業
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
し
て
市
内
で
働
く
若
者
た
ち
の
声
を
紹
介
し
ま
す
。

　石川県出身で、７年前まで東京で働いて
いました。妻の２人目の妊娠を機に、妻の
実家がある都城にＩターンしてきました。
この会社を選んだのは、代表と妻が知り合
いで、飲食事業を拡大している中で声を掛
けてもらったことがきっかけでした。もと
もと東京の大手外食チェーンで働いていま
したが、今の会社の生産から加工、流通、
販売までの全てを行うことに魅力を感じま
した。また、都城の人たちの「人の良さ」
も魅力です。地域のつながりは深く、子育
ても安心。都会と違い、通勤に時間がかか
らず、プライベートや子育てに時間を使え
るのもいいですね。

㈱エビス商事グループ

木
きのした

下 正和さん
（上長飯町）

　市内出身で、大学から東京に出て、就職
しました。前職では、得意の英語を生かせ
ない環境にあり、もともと地元に帰ってき
たいと考えていたので、３年前にＵターン
しました。この会社を選んだ理由は、翻訳
コーディネーターの求人が出ていたこと。
今は、英語のマニュアルを多言語に展開す
る業務に携わっています。会社では、コミュ
ニケーションが取りやすく、上司も役職で
はなく、名字で呼び合います。このような
環境も働きやすさにつながっていると感じ
ています。都城は、子どもの頃に過ごして
いた場所なので懐かしさもあり、自然豊か
な環境に魅力を感じています。

Y
ヤ マ ガ タ

AMAGATA I
イ ン テ ッ ク

NTECH㈱

稲吉 啓
ひろ　ふみ

史さん
（志比田町）

　市内出身で、都城高専を卒業後、神奈川
県で働いていました。もともと、いつかは
戻ってきたいと考えていましたが、５年で
区切りを付けて、Ｕターン。国内だけでな
く海外へも進出し、製品展開を行っている
住友ゴム工業に魅力を感じ、迷うことなく
この会社を選びました。日常生活で当社の
製品を見かけるたび、この会社を選んで良
かったなと感じます。今はタイヤの製造工
程管理を任されていて、やりがいを感じて
います。そして、若手でもチャレンジでき
る会社の風土を誇らしく思っています。一
度、都城を離れてみて、食べ物や豊かな自
然など、改めてその魅力を実感しています。

住友ゴム工業㈱
宮崎工場

瀨之口貴大さん
（志比田町）

　香川県出身で、大阪で就職。毎日昼夜を
問わず働いていました。大阪で出会って結
婚した妻の実家が都城にあり、妻の意向も
あってＩターンすることになりました。こ
の会社を選んだのは、大手自動車メーカー
とも取引があり、安心して働ける製造業者
だと感じたからです。前職では小売業に携
わっていましたが、ここでは製品を作って
検査まで行う、機械オペレーターを任され
ています。上司ともコミュニケーションが
取りやすい環境で、日々勉強しながら仕事
と向き合っています。都城では、家族と過
ごす時間が増えたので、山登りなど都城の
生活を満喫していきたいです。

㈱コバテック
宮崎工場

福井 幸平さん
（久保原町）

躍進！！都城の企業立地　進む！！雇用の場

17 MIYAKONOJO CITY PUBLIC RELATIONS 2018.7

成
長
企
業
が
求
め
る
人
材

市
の
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
者
へ
の
支
援
策

　
都
城
で
輝
く
成
長
企
業
の
採
用
担
当
者
に
、
今
、
必
要
な
人
材
を
聞
き

ま
し
た
。

　
市
で
は
、
多
く
の
移
住
者
を
呼
び
込
む
た
め
、
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
者
へ
の

支
援
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

●
日
本
情
報
ク
リ
エ
イ
ト
㈱
（
上
町
）

　
採
用
担
当
者
　
前
田
由
紀
さ
ん

　
弊
社
は
、
不
動
産
業
者
向
け
に
特
化
し

た
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
自
社
開
発
だ
け
で
な

く
、
営
業
、
サ
ポ
ー
ト
ま
で
一
貫
し
て
行

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
10
年
間
で
、
売
り
上

げ
も
社
員
数
も
３
倍
に
な
り
、
成
長
企
業

と
し
て
十
分
な
実
績
を
積
み
上
げ
て
い
ま

す
。

　
弊
社
が
求
め
る
人
材
は
、
企
業
理
念
に

賛
同
し
、自
己
成
長
意
欲
が
高
い
人
で
す
。

市
内
外
問
わ
ず
幅
広
く
人
材
を
募
集
し
て

い
ま
す
が
、
結
果
と
し
て
都
城
に
縁
の
あ

る
人
の
採
用
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
現
在
は
、
Ｕ
タ
ー
ン
者
へ
の
ア

プ
ロ
ー
チ
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

　
８
月
29
日
か
ら
31
日
ま
で
の
３
日
間
、

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施
し
ま
す
の

で
、
た
く
さ
ん
の
学
生
に
参
加
し
て
も
ら

い
、
弊
社
の
良
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

●
お
試
し
滞
在

　
仕
事
や
住
居
探
し
な
ど
、
移
住
の
た
め

の
活
動
を
行
う

目
的
で
、
本
市

を
訪
れ
る
人
に

対
し
、
公
共
温

泉
施
設
の
宿
泊

費
の
一
部
を
助

成
し
ま
す
。

●
レ
ン
タ
カ
ー
借
上
助
成

　
お
試
し
滞
在
時
な
ど
の
移
動
の
た
め

に
、
レ
ン
タ
カ
ー
を
借
り
上
げ
る
際
の
借

上
料
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

●
空
き
家
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助

　
市
外
か
ら
転
入
し
た
人
が
、「
空
き
家

等
情
報
バ
ン
ク
」
の
登
録
物
件
を
購
入

し
、
改
修
工
事
や
不
要
物
の
撤
去
を
行
う

際
に
、
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

●
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
・
企
業
巡
見

　
市
内
で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
企
業
巡

見
に
参
加
す
る
大
学
生
や
社
会
人
経
験
者

に
対
し
、
旅
費
や
宿
泊
費
に
か
か
っ
た
費

用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

●
転
職
応
援
補
助

　
本
市
に
多
く
の

専
門
的
な
技
術
や

知
識
を
有
す
る
人

材
を
呼
び
込
む
た

め
、
転
職
を
機
に

移
住
相
談
を
通
し

て
市
へ
転
入
し
、
市
内
の
事
業
所
に
正
社

員
と
し
て
採
用
さ
れ
た
人
に
対
し
て
、
引

越
し
費
用
お
よ
び
家
賃
の
一
部
を
補
助
し

ま
す
。

問
　
総
合
政
策
課
　
☎
23-

７
１
６
１

日本情報クリエイト㈱
1994年創業　社員数221人（2018年5月現在）

日本情報クリエイト社内の様子

地
元
企
業
見
学
会

　
市
で
は
、
毎

年
10
月
に
地
元

企
業
の
見
学
ツ

ア
ー
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
地

元
企
業
を
知
る

チ
ャ
ン
ス
で

す
。詳
し
く
は
、

秘
書
広
報
課
ま

で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
　
秘
書
広
報
課
　
☎
23-

３
１
７
４

ト
ピ
ッ
ク
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私
が
選
ん
だ
魅
力
あ
る
企
業
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
し
て
市
内
で
働
く
若
者
た
ち
の
声
を
紹
介
し
ま
す
。

　石川県出身で、７年前まで東京で働いて
いました。妻の２人目の妊娠を機に、妻の
実家がある都城にＩターンしてきました。
この会社を選んだのは、代表と妻が知り合
いで、飲食事業を拡大している中で声を掛
けてもらったことがきっかけでした。もと
もと東京の大手外食チェーンで働いていま
したが、今の会社の生産から加工、流通、
販売までの全てを行うことに魅力を感じま
した。また、都城の人たちの「人の良さ」
も魅力です。地域のつながりは深く、子育
ても安心。都会と違い、通勤に時間がかか
らず、プライベートや子育てに時間を使え
るのもいいですね。

㈱エビス商事グループ

木
きのした

下 正和さん
（上長飯町）

　市内出身で、大学から東京に出て、就職
しました。前職では、得意の英語を生かせ
ない環境にあり、もともと地元に帰ってき
たいと考えていたので、３年前にＵターン
しました。この会社を選んだ理由は、翻訳
コーディネーターの求人が出ていたこと。
今は、英語のマニュアルを多言語に展開す
る業務に携わっています。会社では、コミュ
ニケーションが取りやすく、上司も役職で
はなく、名字で呼び合います。このような
環境も働きやすさにつながっていると感じ
ています。都城は、子どもの頃に過ごして
いた場所なので懐かしさもあり、自然豊か
な環境に魅力を感じています。

Y
ヤ マ ガ タ

AMAGATA I
イ ン テ ッ ク

NTECH㈱

稲吉 啓
ひろ　ふみ

史さん
（志比田町）

　市内出身で、都城高専を卒業後、神奈川
県で働いていました。もともと、いつかは
戻ってきたいと考えていましたが、５年で
区切りを付けて、Ｕターン。国内だけでな
く海外へも進出し、製品展開を行っている
住友ゴム工業に魅力を感じ、迷うことなく
この会社を選びました。日常生活で当社の
製品を見かけるたび、この会社を選んで良
かったなと感じます。今はタイヤの製造工
程管理を任されていて、やりがいを感じて
います。そして、若手でもチャレンジでき
る会社の風土を誇らしく思っています。一
度、都城を離れてみて、食べ物や豊かな自
然など、改めてその魅力を実感しています。

住友ゴム工業㈱
宮崎工場

瀨之口貴大さん
（志比田町）

　香川県出身で、大阪で就職。毎日昼夜を
問わず働いていました。大阪で出会って結
婚した妻の実家が都城にあり、妻の意向も
あってＩターンすることになりました。こ
の会社を選んだのは、大手自動車メーカー
とも取引があり、安心して働ける製造業者
だと感じたからです。前職では小売業に携
わっていましたが、ここでは製品を作って
検査まで行う、機械オペレーターを任され
ています。上司ともコミュニケーションが
取りやすい環境で、日々勉強しながら仕事
と向き合っています。都城では、家族と過
ごす時間が増えたので、山登りなど都城の
生活を満喫していきたいです。

㈱コバテック
宮崎工場

福井 幸平さん
（久保原町）

躍進！！都城の企業立地　進む！！雇用の場
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●
３
０
１
０
運
動

　
会
食
や
宴
会
で
は
、
乾
杯
後
30
分
間
と

終
了
前
10
分
間
は
自
席
で
料
理
を
楽
し
み

ま
し
ょ
う
。

　
家
庭
で
は
、
毎
月
10
日
と
30
日
に
冷
蔵

庫
内
を
点
検
し
、
賞
味
・
消
費
期
限
の
近

い
も
の
や
、
傷
み
や
す
い
も
の
を
使
い
き

り
ま
し
ょ
う
。

問　
環
境
業
務
課
　
☎
24-

５
５
６
０

●
使
用
済
小
型
家
電
の
リ
サ
イ
ク
ル

　
市
役
所
や
各

総
合
支
所
、
商

業
施
設
に
て
使

用
済
小
型
家
電

を
回
収
し
ま

す
。
資
源
と
し

て
有
効
活
用
さ

れ
ま
す
の
で
、

リ
サ
イ
ク
ル
に

協
力
く
だ
さ
い
。

問　
環
境
業
務
課
　
☎
24-

５
５
６
０

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
大
切
に
す
る
ま
ち

●
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
の
策
定

　
市
で
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
長
期
削
減

目
標
を
国
の
水
準
に
合
わ
せ
「
２
０
３
０

年
度
総
排
出
量
を
、
２
０
１
３
年
度
比
26

㌫
削
減
」
と
し
ま
し
た
。
特
に
、
家
庭
部

門
で
は
目
標
が
40
㌫
と
な
っ
て
い
て
、
さ

ら
な
る
取
り
組
み
の
推
進
が
求
め
ら
れ
ま

す
。

●
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
の
推
進
　

　
市
で
は
昨
年
度
、
公
共
施
設
に
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
設
備
を
率
先
導
入
。
今
後
、
使
用

量
の
見
え
る
化
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
な
ど
に
つ
い
て
、
家
庭
や
事
業
所
へ

の
普
及
促
進
を
図
り
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
が
育
て
る
環
境
の
ま
ち

●
環
境
ま
つ
り
の
一
層
の
充
実

　「
都
城
市
環
境

ま
つ
り
」
は
、
市

民
・
事
業
者
・
行

政
の
協
働
に
よ
り

企
画
・
運
営
す
る

環
境
啓
発
イ
ベ
ン

ト
。
今
後
も
、
さ

ま
ざ
ま
な
ブ
ー
ス

や
企
画
の
充
実
を

　
本
市
に
は
、
サ

ク
ラ
ソ
ウ
や
キ
ス

ミ
レ
、
ハ
ッ
チ
ョ

ウ
ト
ン
ボ
な
ど
の

希
少
動
植
物
が
生

息
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
豊
か

な
自
然
環
境
を
保

図
り
、
環
境
を
守
り
育
て
る
取
り
組
み
を

Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

●
自
然
環
境
の
保
全

全
し
て
い
く
た
め
、
在
来
生
物
の
多
様
性

を
確
保
し
て
い
き
ま
す
。

企
業
・
団
体
と
連
携
し
た
市
の
取
り
組
み

●
中
小
企
業
向
け
無
料
省
エ
ネ
診
断

　
経
済
産
業
省

な
ど
の
事
業
を

活
用
し
て
、
中

小
企
業
の
省
エ

ネ
対
策
を
支
援

し
て
い
る
㈱
九

南
と
連
携
。
中

小
企
業
の
省
エ

ネ
診
断
を
無
料

（
申
し
込
み
順
）
で
実
施
し
ま
す
。

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
状
況
を
把
握
し
、
コ

ス
ト
抑
制
に
つ
な
が
る
効
率
的
な
省
エ
ネ

対
策
を
提
案
し
ま
す
。
ま
た
、
省
エ
ネ
設

備
導
入
に
関
す
る
資
金
計
画
の
策
定
や
融

資
制
度
の
活
用
な
ど
を
支
援
し
ま
す
。

問　
㈱
九
南
　

　
　
　
☎
０
９
８
６-

27-

５
６
０
０

　
次
の
企
画
の
提
案
と
作
品
を
募
集
し
ま

す
。
優
秀
提
案
と
作
品
は
、
10
月
27
日
㈯

に
開
催
予
定
の
第
13
回
都
城
市
環
境
ま
つ

り
で
表
彰
し
ま
す
。
な
お
、
い
ず
れ
も
副

賞
の
贈
呈
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
確
認
く
だ
さ
い
。

①�

家
庭
で
で
き
る
「
省
エ
ネ
自
慢
」

　
節
水
や
節
電
、
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
、
ご
み

減
量
な
ど
、
地
球
温
暖
化
対
策
に
つ
な
が

る
活
動
が
対
象
で
す
。

②�

ご
み
の
分
別
や
減
量
に
関
す
る
「
み
や

こ
ん
じ
ょ
弁
川
柳
」

　
み
や
こ
ん
じ
ょ
弁
川
柳
で
、
正
し
い
分

別
や
ご
み
の
減
量
化
を
訴
え
か
け
て
み
ま

せ
ん
か
。

問　
環
境
政
策
課
　
☎
23-

２
１
３
０

　私たち㈱九南は、
県内で唯一の「省エ
ネ相談地域プラッ
トホーム（地域 PF）
の事業者です。地域
PF とは、省エネ支
援事業者が、市や商
工会議所などと連携
してつくる「省エネ
支援の連携体」です。
　今後、中小企業な

どに加え、家庭部門でも省エネの重要性に
ついて理解を深めてもらう活動などに、積
極的に取り組みます。
　ごみの減量や節水、節電、エコドライブ
などの啓発に加え、さまざまな先進的な取
り組みを、都城から全国へ発信していきた
いと思います。

㈱九南
省エネ事業推進部
大坪 香織さん

企業や家庭での
省エネをサポートします！

緊
急
企
画
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都
城
市
環
境
基
本
計
画
は
、
都
城
市
環

境
基
本
条
例
に
基
づ
い
て
、
身
近
な
生
活

環
境
か
ら
自
然
環
境
、
そ
し
て
、
地
球
全

体
の
自
然
環
境
に
ま
で
及
ぶ
広
範
囲
な
環

境
保
全
の
た
め
、
市
民
や
事
業
者
、
市
が

協
力
し
て
行
う
取
り
組
み
の
方
向
性
を
ま

と
め
た
も
の
で
す
。

　
今
回
の
改
定
に
当
た
っ
て
は
、
平
成
23

年
３
月
に
策
定
し
た
本
市
が
目
指
す
将
来

像「
ず
っ
と
暮
ら
し
た
い
み
や
こ
ん
じ
ょ
」

を
引
き
継
い
で
、
２
０
１
１
年
度
か
ら

２
０
２
２
年
度
ま
で
の
12
年
間
を
計
画
期

間
と
し
て
い
ま
す
。
国
や
県
が
策
定
し
た

計
画
と
の
整
合
を
図
り
、
本
市
に
お
け
る

環
境
に
関
す
る
現
状
と
課
題
を
明
ら
か
に

し
な
が
ら
、
今
後
、
取
り
組
む
べ
き
施
策

の
柱
を
明
確
に
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
な
取
り
組
み

き
れ
い
な
水
を
守
り
育
む
ま
ち

●�

合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
促
進
と
適
正

な
維
持
管
理
の
啓
発

　
公
共
下
水
道

や
農
業
集
落
排

水
の
整
備
計
画

区
域
外
の
地
域

に
お
い
て
、
合

併
処
理
浄
化
槽

の
設
置
を
促
進

し
ま
す
。

【
合
併
処
理
浄
化
槽
へ
の
転
換
補
助
制
度
】

５
人
槽
　
33
万
２
千
円

６
～
７
人
槽
　
41
万
４
千
円

８
～
10
人
槽
　
54
万
８
千
円

※�

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認

く
だ
さ
い
。
浄
化
作
用
の
確
保
の
た
め

に
適
正
な
維
持
管
理
に
努
め
ま
し
ょ
う

問　
環
境
政
策
課
　
☎
23-

２
１
３
０

資
源
を
大
切
に
す
る
ま
ち

●
環
境
学
習
の
充
実

　
市
で
は
、
幼
稚

園
や
小・中
学
校
、

地
域
な
ど
に
出
向

い
て
環
境
学
習
を

実
施
。
希
少
動
植

物
の
保
護
や
地
球

温
暖
化
対
策
、
河

川
の
水
質
改
善
な
ど
、
要
望
に
合
わ
せ
て

出
前
講
座
を
実
施
し
ま
す
。

問　
環
境
政
策
課
　
☎
23-

２
１
３
０

●
ご
み
の
減
量
化
・
リ
サ
イ
ク
ル
推
進

　
ご
み
の
排
出
抑
制
と
、
リ
サ
イ
ク
ル
意

識
の
高
揚
を
図
り

ま
す
。
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
ご
み
分

別
豆
辞
典
、
ご
み

収
集
カ
レ
ン
ダ
ー

を
掲
載
し
て
い
ま

す
。
適
正
な
処
理

を
し
ま
し
ょ
う
。

都
城
市
環
境
基
本
計
画

を
改
定
し
ま
し
た

　今
回
は
、
都
城
市
環
境
基
本
計
画
の
概
要
と
、
未
来
に
わ
た
っ
て
環
境
を

守
る
た
め
に
取
り
組
む
べ
き
施
策
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
　環
境
政
策
課
　☎
23-

2
1
3
0
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●
３
０
１
０
運
動

　
会
食
や
宴
会
で
は
、
乾
杯
後
30
分
間
と

終
了
前
10
分
間
は
自
席
で
料
理
を
楽
し
み

ま
し
ょ
う
。

　
家
庭
で
は
、
毎
月
10
日
と
30
日
に
冷
蔵

庫
内
を
点
検
し
、
賞
味
・
消
費
期
限
の
近

い
も
の
や
、
傷
み
や
す
い
も
の
を
使
い
き

り
ま
し
ょ
う
。

問　
環
境
業
務
課
　
☎
24-
５
５
６
０

●
使
用
済
小
型
家
電
の
リ
サ
イ
ク
ル

　
市
役
所
や
各

総
合
支
所
、
商

業
施
設
に
て
使

用
済
小
型
家
電

を
回
収
し
ま

す
。
資
源
と
し

て
有
効
活
用
さ

れ
ま
す
の
で
、

リ
サ
イ
ク
ル
に

協
力
く
だ
さ
い
。

問　
環
境
業
務
課
　
☎
24-

５
５
６
０

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
大
切
に
す
る
ま
ち

●
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
の
策
定

　
市
で
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
長
期
削
減

目
標
を
国
の
水
準
に
合
わ
せ
「
２
０
３
０

年
度
総
排
出
量
を
、
２
０
１
３
年
度
比
26

㌫
削
減
」
と
し
ま
し
た
。
特
に
、
家
庭
部

門
で
は
目
標
が
40
㌫
と
な
っ
て
い
て
、
さ

ら
な
る
取
り
組
み
の
推
進
が
求
め
ら
れ
ま

す
。

●
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
の
推
進
　

　
市
で
は
昨
年
度
、
公
共
施
設
に
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
設
備
を
率
先
導
入
。
今
後
、
使
用

量
の
見
え
る
化
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
な
ど
に
つ
い
て
、
家
庭
や
事
業
所
へ

の
普
及
促
進
を
図
り
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
が
育
て
る
環
境
の
ま
ち

●
環
境
ま
つ
り
の
一
層
の
充
実

　「
都
城
市
環
境

ま
つ
り
」
は
、
市

民
・
事
業
者
・
行

政
の
協
働
に
よ
り

企
画
・
運
営
す
る

環
境
啓
発
イ
ベ
ン

ト
。
今
後
も
、
さ

ま
ざ
ま
な
ブ
ー
ス

や
企
画
の
充
実
を

　
本
市
に
は
、
サ

ク
ラ
ソ
ウ
や
キ
ス

ミ
レ
、
ハ
ッ
チ
ョ

ウ
ト
ン
ボ
な
ど
の

希
少
動
植
物
が
生

息
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
豊
か

な
自
然
環
境
を
保

図
り
、
環
境
を
守
り
育
て
る
取
り
組
み
を

Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

●
自
然
環
境
の
保
全

全
し
て
い
く
た
め
、
在
来
生
物
の
多
様
性

を
確
保
し
て
い
き
ま
す
。

企
業
・
団
体
と
連
携
し
た
市
の
取
り
組
み

●
中
小
企
業
向
け
無
料
省
エ
ネ
診
断

　
経
済
産
業
省

な
ど
の
事
業
を

活
用
し
て
、
中

小
企
業
の
省
エ

ネ
対
策
を
支
援

し
て
い
る
㈱
九

南
と
連
携
。
中

小
企
業
の
省
エ

ネ
診
断
を
無
料

（
申
し
込
み
順
）
で
実
施
し
ま
す
。

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
状
況
を
把
握
し
、
コ

ス
ト
抑
制
に
つ
な
が
る
効
率
的
な
省
エ
ネ

対
策
を
提
案
し
ま
す
。
ま
た
、
省
エ
ネ
設

備
導
入
に
関
す
る
資
金
計
画
の
策
定
や
融

資
制
度
の
活
用
な
ど
を
支
援
し
ま
す
。

問　
㈱
九
南
　

　
　
　
☎
０
９
８
６-

27-

５
６
０
０

　
次
の
企
画
の
提
案
と
作
品
を
募
集
し
ま

す
。
優
秀
提
案
と
作
品
は
、
10
月
27
日
㈯

に
開
催
予
定
の
第
13
回
都
城
市
環
境
ま
つ

り
で
表
彰
し
ま
す
。
な
お
、
い
ず
れ
も
副

賞
の
贈
呈
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
確
認
く
だ
さ
い
。

①�

家
庭
で
で
き
る
「
省
エ
ネ
自
慢
」

　
節
水
や
節
電
、
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
、
ご
み

減
量
な
ど
、
地
球
温
暖
化
対
策
に
つ
な
が

る
活
動
が
対
象
で
す
。

②�

ご
み
の
分
別
や
減
量
に
関
す
る
「
み
や

こ
ん
じ
ょ
弁
川
柳
」

　
み
や
こ
ん
じ
ょ
弁
川
柳
で
、
正
し
い
分

別
や
ご
み
の
減
量
化
を
訴
え
か
け
て
み
ま

せ
ん
か
。

問　
環
境
政
策
課
　
☎
23-

２
１
３
０

　私たち㈱九南は、
県内で唯一の「省エ
ネ相談地域プラッ
トホーム（地域 PF）
の事業者です。地域
PF とは、省エネ支
援事業者が、市や商
工会議所などと連携
してつくる「省エネ
支援の連携体」です。
　今後、中小企業な

どに加え、家庭部門でも省エネの重要性に
ついて理解を深めてもらう活動などに、積
極的に取り組みます。
　ごみの減量や節水、節電、エコドライブ
などの啓発に加え、さまざまな先進的な取
り組みを、都城から全国へ発信していきた
いと思います。

㈱九南
省エネ事業推進部
大坪 香織さん

企業や家庭での
省エネをサポートします！

緊
急
企
画

19 MIYAKONOJO CITY PUBLIC RELATIONS 2018.7


	最終_0621-ALL_Part8
	最終_0621-ALL_Part9
	最終_0621-ALL_Part10
	最終_0621-ALL_Part11
	最終_0621-ALL_Part12
	最終_0621-ALL_Part13
	最終_0621-ALL_Part14
	最終_0621-ALL_Part15
	最終_0621-ALL_Part16
	最終_0621-ALL_Part17
	最終_0621-ALL_Part18
	最終_0621-ALL_Part19

